
第
三
十
七
号
は
平
成
二
十
八
年
三
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

一
月
十
一
日（
祝
）、二
月
十
四
日（
日
）、三
月
二
十
一
日（
振
替

休
日
）　

午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経
〜
茶
話
会（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間　

参
加
費―

五
百
円　

備
考―

椅
子
席
あ
り
。

※

参
加
さ
れ
た
方
に
は
参
加
証
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。十
回
参
加

毎
に
記
念
品（
腕
輪
念
珠
等
）を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
八
年
一
月
〜
三
月
）

次
号
の
ご
案
内

行
事
予
告

行
事
報
告

【
編
集
後
記
】

　

去
る
十
月
十
四
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
斗
南
ど
ん
ど
こ
健
康
村
さ
ん
か
ら
ご
縁
を

い
た
だ
き
、
大
畑
小
学
校
六
学
年
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
当
寺
に
て
「
大
安
寺

の
歴
史
」「
大
安
寺
に
眠
る
人
々
」「
大
安
寺
の
仏
さ
ま
」
に
つ
い
て
御
案
内
、

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
大
変
熱
心
に
参
加
し
て
く
れ（
特

に
、
撫
で
仏
・
び
ん
ず
る
尊
者
の
話
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
）、

最
後
の
静
座
体
験
も
一
生
懸
命
に
勤
め
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
目
に
、大
変
感
激
し
ま
し
た
。
大
畑
の
子
ど
も
達
、ま
た
、皆
様
方
に
と
っ

て
、
平
成
二
十
八
年
が
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
副
住
職
）

平
成
二
十
八
年
　

年
回
表
（
法
事
早
見
表
）

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

百
回
忌

平
成
二
十
七
年

平
成
二
十
六
年

平
成
二
十
二
年

平
成
十
六
年

平
成
十
二
年

平
成
六
年

平
成
二
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
四
十
九
年

昭
和
四
十
五
年

昭
和
四
十
二
年

大
正
六
年

〈
当
寺
で
の
法
事
の
際
に

ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
〉

①
位
牌

※

仮
位
牌
は
、忌
明
け
（
三

十
五
日
も
し
く
は
四
十
九

日
）法
要
後
に
本
位
牌（
当

寺
で
の
揮
毫
を
ご
希
望
の

方
は
、
事
前
に
お
寺
に
お

届
け
く
だ
さ
い
）
と
交
換

い
た
し
ま
す
。

②
本
堂
に
お
供
え
す
る
供

物
（
あ
げ
も
の
）
少
々
（
菓

子
・
果
物
な
ど
）

※

可
能
で
あ
れ
ば
前
日

ま
で
に
。

☆
引
き
続
き
、
当
寺
境

内
墓
地
で
墓
経
を
行
う

場
合
は
、
お
線
香
・
お

ろ
う
そ
く
・
供
物
少
々
・

洗
米
な
ど
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

（
平
成
二
十
八
年
一
月
～
三
月
）

■
一
月
一
日（
祝
）午
前
０
時
よ
り 

　
「
元
朝
大
般
若
祈
祷
」（
本
堂
）・「
除
夜
の
鐘
」（
鐘
楼
堂
）

大
般
若
経
の
転
読
に
よ
り
、皆
さ
ま
の
災
障
消
除
・
福
寿
無
量
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。鐘
楼
堂
で
は
煩
悩
を
払
う
除
夜
の
鐘
を
撞
き
ま
す
。

■
三
月
十
五
日（
火
）午
前
十
一
時
よ
り 

本
堂
に
て

　
「
涅
槃
会
法
要
」

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、そ
の
遺
徳
を
追
慕
し
、報
恩

感
謝
す
る
法
要
で
す
。恒
例
の「
だ
ん
ご
ま
き
」も
行
い
ま
す
。

■
三
月
二
十
日（
日
・
春
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り　

本
堂
に
て 

　
「
春
季
彼
岸
会
法
要
」

ご
先
祖
さ
ま
に
感
謝
し
、自
ら
を
見
つ
め
直
す
法
要
で
す
。

お
寺
で

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ
第
二
回

行
事
報
告

　

十
月
四
日
、
中
島
敬
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
て
、
十
九
名
の

参
加
者
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
朝yoga

に
参
加
す
る
と
、
そ

の
日
一
日
を
溌
剌
と
過
ご
せ
ま

す
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
、
来
年
六
月

以
降
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

朝

「
海
さ
ん
の
墨
彩
画
展 

ま
あ
る
い
心
で
」

　

サ
ン
ロ
ー
ド
青
森
等
で
個
展
を
開
催
し
、Ｒ
Ａ
Ｂ
学
苑
講
座

専
任
講
師
で
あ
る
「
池
田
海
」
さ
ん
の
展
示
会
を
当
寺
本
堂

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
観
覧
は
無
料
。
や
わ
ら
か
な
タ
ッ

チ
の
お
地
蔵
さ
ん
な
ど
に
出
逢
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
池
田 

海
さ
ん

北
海
道
生
ま
れ
。

青
森
市
へ
移
住

後
、
路
上
に
て
描

き
始
め
る
。
サ
ン

ロ
ー
ド
青
森
等
に

て
常
設
展
を
開

設
。
青
森
県
展
入

選
。

※

暁
天
坐
禅
会
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
九
回
青
森
県
研
修
医
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

十
月
二
十
三
日
、
む
つ
総
合

病
院
の
坂
井
副
院
長
よ
り
依
頼

が
あ
り
、
青
森
県
内
で
活
躍
す

る
研
修
医
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
当
寺
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
臨
床
宗
教
師
・
松
山
宏
成

師
（
宮
城
県
・
昌
林
寺
副
住
職
）

の
講
演
の
ほ
か
、「
寄
り
添
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
対
話
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
宗
教
家

と
医
療
者
、
医
療
者
同
士
の
対

話
を
行
い
ま
し
た
。

う
み

日
時―

三
月
十
九
日（
土
）〜
三
月
二
十
一
日（
祝
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時（
池
田
さ
ん
が
常
駐
さ
れ
ま
す
）

場
所―

当
寺
本
堂
入
口
付
近　

入
場―

無
料

※

作
品
の
販
売
あ
り
。法
要
時
、一
部
作
品
の
展
示
場
所
を
移
動
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。


